
区が行っている障害者に関するサービスを中心とした相談窓口や日常生活を支援する事業など
については、障害のある方への生活支援サイト「のーまらいふ杉並」、冊子版「障害福祉のしおり」
をご覧ください。

区の窓口で配布しています。
令和5年版からは、デジタルブック版(のーまらいふ杉並に掲載)を
作成しました。最新情報はそちらをご覧ください。
（令和5年3月発行予定）

杉並区の障害者に関する情報は

解決のヒントは
更新していきます！

障害のある方への生活支援サイト「のーまらいふ杉並」

障害者の相談窓口は

冊子版の「障害福祉のしおり」

のーまらいふ杉並
https://www.city.suginami.tokyo.jp/normalife

スポーツ施設編のさらなる解決
のヒントは、「のーまらいふ杉並」
に更新していきます。
また、今後はスポーツ施設以外の
場所にも、新たな「共生社会しか
け隊」を編成して、出向きます。
そちらも、「のーまらいふ杉並」に
掲載していきますので、ぜひご覧
ください。

すまいる荻窪

住所 電話・FAX 定休日

〒167-0051 杉並区荻窪5-20-1
杉並保健所2階

TEL.（03）3391-1976
FAX.（03）3391-1012　

火曜日・祝日
12/29～1/3

月曜日・祝日
12/29～1/3

第3以外の火曜日
 第3月曜日・祝日
12/28～1/4

TEL.（03）5306-6381
FAX.（03）5306-6383
　

TEL.（03）3331-2510
FAX.（03）3332-1815
　

〒166-0003 杉並区高円寺南2-24-18
杉並福祉事務所高円寺事務所4階

〒168-0072 杉並区高井戸東4-10-5
杉並障害者福祉会館3階　

「共生社会しかけ隊」と考えた応対 解決ヒント集～スポーツ施設編～
編集・発行　杉並区保健福祉部障害者施策課
〒166-8570 杉並区阿佐谷南1-15-1
TEL（03）3312-2111（代表）
令和５年３月発行

すまいる高円寺

すまいる高井戸

障害者地域相談支援センター（すまいる）では、区内在住・在勤の方を対象に、障害者手帳の有無や障害種
別に関わらず、広く地域の障害者や家族等の生活全般に関する相談を行います。

「共生社会しかけ隊」と考えた応対

 解決ヒント集
「共生社会しかけ隊」と考えた応対

 解決ヒント集

スポーツ施設編

令和5年3月

杉並区
令和5年3月

杉並区

障害のある方もない方も
誰もが暮らしやすい社会を目指して！



「もやもや」を晴らすヒント

　障害のある方が、あなたのスポーツ施設にいらしたら、どう応対しますか。

　「声をかけたほうがいいか」「何をどうすればいいのか」と悩み、なかなか行動

に移せず、「もやもや」したことはありませんか。

　実は、障害のある方も「どうしたら声をかけてもらえるだろうか」、「説明や誘

導をもう少しわかりやすくしてくれたら」などの「もやもや」を感じていることが

あります。

　　この『解決ヒント集』は、障害の有無にかかわらず、誰もが共に生きる社会の

実現を目指して、障害者・支援者などと施設職員で結成した 「共生社会しかけ隊」

が、一緒に話し合うことで、お互いの「もやもや」に気付き、それを晴らす方法を

考えた事例集です。

　応対に正解はなく、これを覚えれば大丈夫、といった魔法はありません。相手

のことを知り、その人に合った支援（合理的配慮）を、対話を通して考える、それ

が「もやもや」を解決するヒントになります。

　今回は、『スポーツ施設』にスポットを当てました。日頃、からだを動かしてい

る方から運動は無縁と思っている方まで、すべての障害のある方が、スポーツ施

設を身近なものに感じていただけるために、この『解決ヒント集』をぜひご活用

ください。

　　　　　　　　　　　 　　　　　　

杉　並　区

この解決ヒント集の構成

お互いに何を考えているか
わからなければ、

「もやもや」は当たり前。

だからこそ、障害者・施設職員などで
「共生社会しかけ隊」を
結成し、話し合った。

一緒に話し合ったら、
解決のヒントが生まれ、

「もやもや」が晴れてきた。

障害者・施設職員、
困りごとはそれぞれ

P3・4

資料編 P19～22

一緒に考えた
解決のヒント
P7～12

　
誰もが足を

運びたくなる施設に
P13～18

まずは
話し合ってみました

「共生社会しかけ隊」
P5・6

◯障害の種類と障害者手帳の種類
◯障害に関するいろいろなマーク
◯誘導の基本を知ろう
◯点字・手話を知ろう

施設にいらした方への
応対の基本は、

声かけ、説明、誘導・案内。
場面ごとにまとめました。

話し合っていたら、
施設面の良かったことに気づき、

障害者がスポーツ施設に
より行きたくなる取組があることがありました。

施設編
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声をかけられる時、
声をかけたい時、障害のある人が
感じている「もやもや」の事例

声をかける時、 声をかけたい時、
施設職員が感じている
「もやもや」の事例

声かけ

説明を受ける時や、受けたい時、
障害のある人が感じている

「もやもや」の事例

説明

誘導・案内をしてもらいたい時や、
してもらっている時、障害のある人が

感じている「もやもや」の事例

誘導
案内

障害者・施設  職員、困りごと
(もやもや)  はそれぞれ

なぜ、
私でなく介護者に声を

かけるんだろう？

あの人の説明は、
難しい言葉が多くて
分からないなあ。

マスクをしていると
口の動きが読めないなあ。

「あそこです」と言われても、
どこだか分からない。

車椅子で参加できる
教室はあるかなあ。

多目的トイレに案内された。
一般のトイレの方がいいのに。

場所のイメージって、
難しいなあ。

先生の指導、見よう見まねで
ついていくのが難しい、

できるかなあ。
　　　

誘導・案内をする時や、したい時、
施設職員が感じている
「もやもや」の事例

誘導
案内

教室を案内したいが、
安全面が心配。

勧めてよいのだろうか?

どのように
誘導すれば

いいんだろう？

障害ごとに誘導は違う？
案内中にパニックを

起こしたらどうしよう?

身体の動かし方とか、
どうやって

伝えたらいいんだろう？

障害者手帳、
なんで見せなくては
いけないのかなあ？

説明をする時や、したい時、
施設職員が感じている
「もやもや」の事例

説明説明が、
ちゃんと伝わっているか

不安だなあ。

何から、
どう説明すれば
いいんだろう。

割引に障害者手帳の
提示が必要なこと、
どうやって伝えたら

いいだろう？

耳や目の不自由な人に、
どうやって説明すれば

いいかなあ？

耳が不自由なこと、
どうやって伝えらいいんだろう？

　　　　手話ができない聴覚障害者も
いるんだけど。

声かけが
必要ない時も
あるのになあ。

後ろから急に声を
かけないでほしいのに。

声かけ

いやな思いをしないよう、
うまく声をかけられるかなあ。

手話はできないし、
声かけするには
どうしたら

いいんだろう？

いつ、声かけたら
いいんだろう？

誰に声かけたらいいんだろう。
障害当事者？ 介護者？

障害者の
「もやもや」

施設職員の
「もやもや」
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障害のある人が地域で生活するうえで関
わる様々な場所に出向き、出向いた場所
のスタッフ(職員)や支援者とともに「共生
社会しかけ隊」を結成し、一緒に話し合い、
それぞれが感じている困りごとを共に工
夫して解決するという取組です。対話を
通して解決した事例を「解決ヒント集」とし
てまとめ、広く周知していきます。
令和4年度は、「スポーツ施設」を対象に
実施しました。今後も様々な場所に展開
していきます。

◎施設職員へのアンケートの実施
◎共生社会しかけ隊委員の施設訪問・体験
◎施設別での共生社会しかけ隊意見交換
　(6施設ごとに実施)
◎共生社会しかけ隊全体での話し合い

・大宮前体育館
・荻窪体育館
・高円寺みんなの体育館
・TAC杉並区永福体育館
・TAC杉並区上井草スポーツセンター
・TAC杉並区妙正寺体育館

『みんなの会議』公益財団法人 共用品推進機構（2020年）

Iさん

A職員

Bくん

Fさん

B職員

Cさ
ん

スポーツ施設では

まずは話し合ってみました「共生社会しかけ隊」

「共生社会しかけ隊」とは 令和4年度の取組

「共生社会しかけ隊」に参加した
区立体育館(6施設)

肢体不自由のある方、視覚に障害のある方、
聴覚に障害のある方、知的障害のある方、
精神障害のある方と施設職員の話し合い
はじめは「もやもや」だけど話し合っていると「晴れてくる」。

解決方法はそれぞれ個別応対。
話し合いにより、気付き、工夫する。
これが大切。
その解決のヒントとなる事例を紹介します。

「共生社会しかけ隊」全体での話し合い

施設別での
「共生社会しかけ隊」意見交換

案内・誘導は

足を運んで
もらいたい

声かけは

手帳の
提示は

教室に
参加したい

分かりやすい
説明は

施設を
利用したい
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声をかける、かけない？どうやって?
～一緒に考えた解決のヒント～

解決方法は、
人によって違うこともあります。

87



大事なルールなどを、どう伝えよう
～一緒に考えた解決のヒント～

減額手続きには手帳が必要。見せたくない障害者には、どうする？

109

お互いの困りごとを知ることが
解決の一歩に。



教室に安全に参加できるようになど
～一緒に考えた解決のヒント～

解決方法は、
人にあわせていろいろあります。
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誰もが
足を運びたくなる施設に

「東京都障害者スポーツ協会
障害者のスポーツ施設利用促進マニュアル」が新しくなりました

手持ちの館内図で
案内している写真

耳マーク、筆談ボードのある受付 低い高さのカウンター

車椅子の洗浄機

【緊急時の対応】

持ち出しやすい場所に設置

わかりやすい案内掲示

館内図での案内 手持ち館内図での案内 わかりやすい館内図

■ 東京都と東京都障害者スポーツ協会では、平成27年度に、障害のある人がスポーツ施設を使いやす
くなるようにまとめた「障害者のスポーツ施設利用促進マニュアル」を作成し、各施設で活用いただ
いてきました。

■ その後、東京2020大会の開催、スマートフォンを使ったコミュニケーション方法の拡大など、障害者
スポーツやスポーツ施設の環境が大きく変わってきています。このため、各スポーツ施設が取り組ん
でいる最新の事例をこのマニュアルに加えて、新しくしました。

■ このマニュアルでは、大きな工事を必要としない、施設スタッフによるコミュニケーションの方法や、
簡単にできる工夫など、障害のある人への思いやりのある取組を中心に紹介しています。

■ 障害のある人が使いやすい施設ということは、障害の有無に関係なく、子供からお年寄りまで、誰に
とっても優しい施設だと言えます。このマニュアルが、誰もがスポーツを楽しむために役立てていた
だければ嬉しいです。
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パネルでの案内 映像での案内

施設職員によるコーンの移動

マークでの案内

車に表示するマーク

肢体不自由であることを理由に運転
免許に条件を付された方が車に表示
するマークです。やむを得ない場合を
除き、このマークをつけた車に幅寄せ
や割り込みを行った場合には、道路交
通法違反となります。

政令で定める程度の聴覚障害のある
ことを理由に運転免許に条件を付され
た方が車に表示するマークです。やむ
を得ない場合を除き、このマークをつ
けた車に幅寄せや割り込みを行った場
合には、道路交通法違反となります。

別室での代用の案内 車椅子で使用しやすいロッカー

駐車した車に掲示する「利用許可証」を受付に取り
に行くのが大変。小窓やインターホンなどで問い合
わせができるとよい。

障害者用の駐車場にコーンが置いてあるが、車椅
子などの肢体不自由のある人はコーンをどかして、
また運転席に戻るのが大変。連絡したら施設職員が
どかしてくれるなど、応対してくれたらうれしい。
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区の取組の紹介 「ユニバーサルタイム」

誰もが足を運びたくなる施設に

2025年11月 デフリンピック 東京で開催

「様々な障害のある方に利用してもらい、職員の応対する機会が増え
ること」が一番の解決方法との声。そこで、障害者がスポーツ施設に足
を運びたくなるヒントを考えました。

■ 参加者は障害の種類・程度、本人希望に応じて好きな
プログラムを選択し、自由に運動・スポーツが可能

■ 事前申し込み不要、入退場自由、見学のみもＯＫ
■ 誘導サポーターが最寄り駅と体育施設の往来を道案内
■ 理学療法士、看護師が常駐。実技サポーターが参加者
と一緒に体を動かして楽しむ

第一回の大会は1924年に夏季大会がフランス
で、冬季大会は1949年にオーストリアで行われ
ました。特徴は、運営をろう者自身が行うこと
と、参加者のコミュニケーションは国際手話で
行うことです。参加資格は、良耳の聴力が、55
デシベル以上の聴力損失している人、大会競技
中は、補聴器・人工内耳を使用しません。

合図は、視覚的に分かるように、陸上では、ス
タート地点のレーンに、水泳競泳の背泳ぎは、ス
タートする壁面に、自由形、平泳ぎ、バタフライ
は、飛び込み台に設置されたスタートランプが
その役目を担っています。また、ターンをする競
技の場合は、最後のターンをする際、審判が水
面を棒で叩いて知らせることになっています。

2022年オーストリアでの国際ろう者スポーツ委員会総会にて、東京が2025年デフリンピックの開
催地となることが決まりました。11月15日～26日、全21競技が行われる予定です。

障害のある方がスポーツ・運動に親しむきっかけづくりの場として、身近な体育施設で定期的に体育
施設で軽い運動やウォーキング、ボール遊びなどのプログラムを実施しています。
令和5年度は、荻窪体育館、TAC杉並区上井草スポーツセンターの2施設で実施。
将来的には区内各体育施設で実施する予定です。

ユニバーサルタイムは「障害者スポーツネットワーク」で、
障害当事者や関係者が話し合って企画しています!
体育施設のある各地域のニーズ
に合わせて、どのような取組が必
要かを障害当事者や関係団体等
が企画・検討し、実施に向けて
様々な観点で具体化を図り取組
につなげていきます。
会議には体育施設職員も出席し、
施設運営に関する意見を現場に
生かすしくみになっています。

心の通った人的応対が、そこかしこで行われる大会になることでしょう。

エレベーターがある、段差がないなど、駅から施
設にいくまでの案内の地図があると便利。誘導し
てくれる人がいると行きやすくなる。
障害を特別視しないで、一般利用者と同じように
「スポーツは楽しい」を伝えてほしい。
障害者自身も参加できる方法を考えることがス
ポーツ施設をうまく利用するためのポイントだ
と思う。 障害者施設利用者の作品展示

障害者スポーツネットワーク

障害者スポーツ関係 医療・福祉関係

地域・スポーツ関係

ユニバーサルタイムの
企画に反映

使いやすい施設に
向けた改善に反映

行政関係

障害者団体等

「ユニバーサルタイム」の窓口は、杉並区区民生活部スポーツ振興課
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障害のある方が利用しやすい建築
物や公共輸送機関であることを示
す、世界共通のマークです。車椅子
を利用する方だけでなく、障害のあ
るすべての方のためのマークです。

世界盲人連合で1984年に制定された世界共
通のマークで、視覚障害者の安全やバリアフ
リーに考慮された建物・設備・機器などにつけ
られています。信号や音声案内装置、国際点字
郵便物、書物、印刷物などに使用されています。

義足や人工関節を使用している方、
内部障害や難病の方、妊娠初期の方
など、援助や配慮を必要としている
ことが外見から分からない方のため
のマークです。身に着けている方を
見かけたら席をゆずる、困っている
ようであれば声をかけるなど、思い
やりのある行動をお願いします。
【区の配布場所】障害者施策課・各
福祉事務所・各保健センター

障害のある方が困ったときに、必要な
支援や配慮を周囲の人に伝えるための
カードです。緊急連絡先や必要な支援
内容を記載し、普段から身につけてお
くことで、緊急時や災害時などに周囲
の手助けを求めやすくなります。
【区の配布場所】障害者生活支援課
※障害者生活支援サイト「のーまらいふ杉並」から
　ダウンロードもできます。

全日本ろうあ連盟が策定した、誰にでも一目
でコミュニケーション手段のわかるマークで
す。対象は、筆談を必要としている人（ろう者
等、音声言語障害者、知的障害者、外国人な
ども含みます。）です。当事者からの提示は「筆
談で対応をお願いします」、窓口等での提示
は「筆談で対応します」となります。

身体障害者補助犬法で定められた
補助犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）の
啓発のためのマークです。不特定多
数の方が利用する施設（デパートや
飲食店など）では、補助犬の受け入
れが義務付けられています。

内臓に障害のある方を表しています。心臓疾患
などの内部障害・内臓疾患は外見からは分かり
にくいため、様々な誤解を受けることがありま
す。そのような方の存在を視覚的に示し、理解
と協力を広げるために作られたマークです。

オストメイト（人工肛門・人工膀胱を
造設した方）を示すシンボルマーク
です。オストメイト対応のトイレ等
の設備があることを示す場合など
に使用されています。

身体の機能に一定以上の障害
があると認められた人に交付
される手帳

①身体障害者手帳

児童相談所または知的障害者更生
相談所において、知的障害がある
と判定された人に交付される手帳

②愛の手帳（東京都）
     ※国では療育手帳

一定程度の精神障害の状態に
あることを認定された人に交
付される手帳

③精神障害者保健福祉手帳

言葉の理解や適切な表現が困難な言語機能の障害と、言葉の理解には支障はなく、発声だけが困難
な音声機能の障害があります。また、聴覚障害と言語障害が重複する重複障害の人もいます。

事故による損傷や先天性の疾病などが原因で、上肢・下肢に欠損やまひ、筋力低下などが生じてい
ます。そのため、日常の動作や姿勢の維持が不自由になります。

障害の困難さも目立ちますが、優れた能力が発揮されている場合もあります。このアンバランスな様
子を周りの人に理解されにくい障害です。養育環境ではなく、脳の機能障害によるもので、どんな能
力に困難さがあるか、またどのくらいの程度なのかは人によって様々です。

精神疾患のために精神機能が障害され、日常生活や社会参加が困難となっている状態のことをいい
ます。病状が悪化すると、判断能力や行動のコントロールが難しくなることがあります。精神疾患につ
いての正しい知識が十分に普及していないため、誤解や偏見、差別の対象となりやすく、社会参加が
妨げられがちです。

※なお障害には他にも「そしゃく機能障害」、「平衡機能障害」などがあります。また、いくつかの障害を重複している場合もあります。

聞こえの程度や聞こえなくなった時期により 「ろう」 「中途失聴」 「難聴」 があります。外見からは
困っていることがわかりにくいため、周囲から誤解されることも多くあります。聞こえの程度や、コ
ミュニケーション方法、使用言語は人それぞれであるため、個別に配慮が必要です。

視力や視野等の視機能に障害があり、見ることが不自由又は不可能になっている状態です。 視覚障
害のある人は眼鏡やコンタクトレンズを使って矯正しても、十分な視力を得られません。 視覚障害は
「盲」と「弱視」に分けられます。

18歳くらいまでの発達期において、知的な能力が年齢相応に発達していないため、特別な援助を必要
とする状態です。理解や判断、他人との意思の交換、日常生活や社会生活などの適応が困難な場合など
があります。ただし、その状態は、環境的・社会的条件や経験で変わる可能性があると言われています。

全日本ろうあ連盟が策定した、誰にでも一目
でコミュニケーション手段のわかるマークで
す。対象は、ろう者等、手話言語を必要として
いる人です。当事者からの提示は「手話言語で
対応をお願いします」、窓口等での掲示は「手
話言語で対応します」、「手話言語でコミュニ
ケーションできる人がいます」等となります。

聴覚に障害があることを示し、コミュ
ニケーション方法に配慮を求める場
合などに使用されているマークで
す。また、自治体、病院、銀行などが、
聴覚障害者に援助をすることを示す
マークとしても使用されています。
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足や腰が悪い方には

視覚障害のある方には

ハンドクリップを握り、重
心を安定させ、からだ全
体で押すようにします。押
し始める際には、「進みま
す」「では押します」などと
声をかけてください。

車いすの背面から側面にか
けて立ち、片手でハンドグリッ
プを握りながら、もう一方の
手でブレーキ（ストッパー）を
かけます。反対側もハンドグ
リップを放すことなく、ブレー
キ(ストッパー）をかけます。

ハンドグリップをしっかりと
握り、ふらつかないように
バランスを取りながら、前
に進みます。

聴覚に障害がある人たちにとって、お互いどうしの、あるいは聞こえる人との
コミュニケーション手段で、手で表し目で見ることばです。

ティッピンクバーを踏み
込むと同時に、ハンドグ
リップに体重をかけ、押
し下げます。素早く安定
させることが安心につな
がります。

相手の横半歩前に立ち、
常に二人分の幅を確保し
ながら誘導します。

目の不自由な方は、背もたれにさ
わることで位置や向き、いすのタイ
プなどを判断するととができます。

相手のヒジの角度が90度くらいになることで、互
いの位置を適度な間隔に保つことができます。持
たれているヒジは、体側に軽く付けてごく自然に
し、腕はあまり振らないようにします。相手の背が
高い場合には、ご本人に確認した上で、肩をつか
んでもらっても良いでしょう。また、逆に、相手が
子どもであったり、極端に背が低い場合には、手
首のあたりをつかんでもらっても良いでしょう。

エレベーター、列車のドア、電気製品、飲料水の容器
など、色々な所に点字が付けられています。上の表を
参考に何が書かれているか見てみましょう。

■ 点字は、縦3点、横2列の六つの凸点の組合せによって構成
されている文字です。

■ 点字は、6つのそれぞれの点が、凸になっているかいないか
の64通りの組合せで文字を表現します。

■ 点字は、横書きで、左から右方向へ凸面を読んでいきます。
■ 点字は、基本的には母音と子音の組合せ50音を構成して
おり、ローマ字の構成と似ています。

【P21・22の出典】 『公共サービス窓口における配慮マニュアル　障害のある方に対する心の身だしなみ』内閣府　障害者施策本部（平成17年）
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